
   

        葉が落ちた庭の木に、鳥た 

       ちがやってきます。ジージ

ー、     ピ、ピと賑やかに枝をつつい 

       たと思うと、慌ただしくお隣 

       りの庭へ移って行ってしまい 

       ました。楽しそうに、何をし

ゃべっているのかしら？ 

 そんな鳥の中でも、私たちにおなじみのシ

ジュウカラは鳴き声に意味があり、なんと単

語や文法もあるということを解明したのが今

回の著者の一人、鈴木俊貴さんです。言葉が

わかるということは、シジュウカラの考えや   

性格もわかるのですね。時々嘘をつくのだと

か。ちょっと微笑ましく感じます。 

 そして他方はゴリラ世界に身を投じてゴリラ

の生き方をじっくり学んできた山極壽一さん。

お二人の対談が面白くないわけがありません。 

 鳥もゴリラも、お互いに直接コミュニケーシ

ョンをとります。ヒトも長い間そうでした。た

だ、文字が発明され、今ではインターネットや

SNS が出てきて人と人の直接のふれあいが少な

くなってきてしまった・・・私たちはもっと動

物たちの生き方から学ぶ必要がありそうです。 

              （小川） 
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『動物たちは何をしゃべっているのか? 』 
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